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大阪府防災行政無線（以下この資料内において「防災無線」という。）は、大阪府、府内

市町村をはじめとした防災関係機関における、災害時の応急活動にかかる情報通信施設と

して大阪府が整備し、運用されている。 

大阪府では、新成人病センター建設計画に伴い、防災行政無の再整備計画の一環として

地上系無線アンテナについて新成人病センター屋上への設置を予定している。 

本事業において、別紙１『成人病センター整備事業、防災無線整備事業の実施区分』に

従い、大阪府と協議の上、次の整備を実施すること。 

 

１．通信機械室の整備 

・ 通信機械室は、別紙２『通信機械室レイアウト案』による。 

・ 電源は、一般回路及び発電機回路とし、子メーター（中央監視設備で記録できるもの）

を設置する。 

・ 出入口及び導波管取入れ口等から雨水が浸入しない構造とする。 

・ 通信機械等のメンテナンスを考慮し、当該階へは人荷用エレベーター等を停止させる

こと。 

・ 当該通信機械室から大阪府庁新別館まで、光ケーブル用の配線経路の整備。屋外部分

は、地中配管又は連絡通路内にケーブルラックとし、新成人病センター又は大阪府庁

新別館との接続箇所及びその他必要な箇所にハンドホールを設置する。 

２．アンテナ設置箇所の整備 

アンテナ設置用の鋼管柱は、以下の条件を満足させるよう設置すること。 

・ 別紙３『鋼管柱の設置条件』に示す設置範囲内に立面図に示す通り、アンテナ前方に

構造物等の影響が無い位置とする。 

・ アンテナは、１本の鋼管柱に上下二段に設置の予定で、下段アンテナ位置の地上髙は

GL+45.0m 以上で、かつ建物の最上部に設置すること。 

・ アンテナ同士の離隔距離は 5.0m 以上とする 

・ アンテナ前方に人が立ち入らない箇所とする。 

・ 電波法に基づく電波防護の基準に合致し、かつ、新成人病センターに影響を及ぼさな

い位置に設置すること。 

・ 別紙４『アンテナ荷重計算書』を参考にアンテナ荷重等について確認すること。 

３．光伝送装置用基礎（アンカーボルト含む） 

・ 大阪府庁新別館との光又は電波による伝送装置の基礎及びアンカーボルト。 

・ 伝送装置の位置は、大阪府庁新別館と対面する位置とし、大阪府と協議の上決定する

ものとする。 

・ 通信機械室から本基礎までのケーブル、配管等の配線経路も考慮すること。 

 

 



 

４．防災行政無線再整備工程(案) 

防災行政無線再整備について、現時点で大阪府が想定している作業工程は次のとおり。 

基本設計  平成２３年３月末まで 

詳細設計  平成２３年４月から平成２４年６月末まで 

通信工事  平成２４年１０月から平成２７年３月末まで 

 

５．別紙資料 

別紙１ 成人病センター整備事業、防災無線整備事業の実施区分 

別紙２ 通信機械室レイアウト案 

別紙３ 鋼管柱の設置条件 

別紙４ アンテナ荷重計算書 
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アンテナ荷重計算書

成人病センター　地上系アンテナ荷重（概算）

下部支点 上部支点 主柱 支柱（1ヶ所当り）

鉛直荷重 kN 42 0 42 0

水平荷重 kN 314 407 314 407

モーメント kN・m 188 － 188 －

生駒中継局向鋼管柱
荷重 単位

清滝中継局向鋼管柱

モーメント

鉛直荷重

水平荷重

鉛直荷重

水平荷重

下部支点

主柱

上部支

別紙４

アンテナ荷重計算 -1-
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